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Vo1. 9， No.l 神奈川県立生命の星 ・地球博物館 Mar.， 2003 

ラブルベ二ア属(カビ)の一種

一昆虫体表に生きる究極の菌類一

Laboulbenia sp. (子薬菌門)

A若い菌体， B造精器(♂)と造袈器

(♀)を生じた菌体， C成熟途上の菌体.

いずれも2002年3月，イソヒヨドリ糞中の

ゴミムシ科昆虫断片上に付着(A-C 微

分干渉顕微鏡写真)，Dナガゴミムシ属
標本の遡端についていた菌体(矢1::1"1)， 

長さ約1mm(実体顕微鏡写真)

出川洋介 (学芸員)

ラブルベニアは、生きた昆虫の体表 を生じると、不動精子の受精によって

で一生を送る、虫の毛ほどのミクロサ 成熟して再び胞子を形成します。

イズの菌類です。その大きさと形から、 現在、世界から141属1869種、日本

ある昆虫コレクターは、楳本についた からはその約一割が知られ、特にゴミ

ゴミだと思っていたとのこと。 ムシやハネカクシ類の体表に高頻度

胞子は粘着性で、虫同士の接触に に見られます。ラブルベニア目の菌

より別の宿主個体に感染します。そし は、甲虫以外にも、ケラ、ゴキブリ、ハ

て基脚部(写真中、菌体の付け根の エなど10目もの見虫、さらにはダニや

黒色化した部分)を通じて、クチクラな ヤスデ類からも知られています。いず

どからごく微量の栄養を吸収して生活 れも宿主に対して強い種特異性があ

します。徹底的に体を切り詰め、決まつ るため、宿主の種数に匹敵するさらな

た順序で細胞分裂を行い雌雄の器官 る未知種がいるかもしれません。
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細胞性粘菌という不思議な生き物 川上新一(日本変形菌研究会)

粘菌って何?

もし、 「ネンキンのことを知っています

か?Jと唐突に尋ねたとすると、一般の人
は国民年金や厚生年金などを思い浮か

べるのではないでしょうか。

「知っていますよ。南方熊楠が研究した

生き物ですよね。jなどと答える人には一

日置くことでしよう。私は「年金Jには詳しく
ないですが、「粘菌」の研究をしていま

す。今回、粘菌、特に細胞性粘菌という仲

間について紹介させていただきます。

「粘菌jとは一体何者でしよう?ζの名前

は、「粘質物を分泌してネパネパする菌様

の生き物」とpう意昧で付けられたようで

す。19世紀後半から、原生動物ではない

かとか、菌類ではないかとか、粘菌の所

属に関して研究者の聞で意見が対立し

てきました。最近の分子系統解析による

研究で、もまだはっきりとはその系統的位

置がわかっていません。粘菌には、原生

粘菌類、真性(正)粘菌類そして細胞性粘

菌類という3つのグループが知られてい

ます。細胞性粘菌ーでは、2科4属70種以上

が記載されています。南方熊楠が研究し

ていたのは真性粘菌類です。

ユニークな生き様

紛l胞性粘菌は、とても不思議な生活ス

タイルを持っています(図1)。大きさが10

μ111程度の単細胞の粘菌アメーパは土

撲中で自由生活を営み、おもにバクテリ

アを捕食し、二分裂で増殖します。しか

し、餅がなくなると行動が一変します。あ

る一つの細胞がアクラシンと呼ばれる物

質を分泌して、それに誘導されて周囲の

細胞が集合してきます(図2)。

集合した細胞は塊(集合体)をなし、種

類によっては這い回ります。その時期の

集合体を特に、移動体と呼びます。そし

て、基本的に柄細胞と胞子細胞に分化し

て子実体を形成します。柄細胞は柄を形

成する過程で死んでいきます。この現象

は、自分を犠牲にして子孫を残そうとする

行為なのでしょうか?子実体の大きさは種

類により異なりますが、 1mmから数cmで、

す。タマホコリカビ科ムラサキカビモドキ

属Polysph仰のliumでは規則正ししミ輪生
状の枝を形成します(図3) ~

大きさ数μmの胞子(図4)は雨lこ流され

たり、小動物や鳥によって運ばれたりしま

ー~ ー今 ーータ

競争ぞ
J 

粘トT GbZρ 
民、ど/e 胞子集合体

合 3、。/' 

G 
ヘマクロシスト G 

区11.ムラサキカビモドキ属Polysphona伊liumの生活サイクル

図2.粘菌アメーパの集合過程

す。環境が良ければ発芽して再び粘菌ア

メーノ.qこなります。このような生活サイク

ルは無性生殖と呼ばれるサイクルです。

それとは別に、有性生殖と呼ばれる生

活サイクルも知られています。これは、人

聞が子孫を残すサイクルと同じです。た

だし、細胞性粘菌の場合、異なる性をいく

つも有する種が知られています。まず、性
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の異なる細胞が融合します。飢餓状態、

多量の水分、暗条件が融合を促進しま

す。その融合細胞は、融合していない細

胞に比べてやや大きくなります。

ここからが興味深いのですが、周りの

未融合細胞を食べてしまうのです。これ

をカンニパリズム(共食p)とも言います
が、自分と同じ遺伝子を受け継ぐ粘菌ア
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図3.ムラサキカピモドキ属Polysアh01ldyl叫 間

の子実体.透過光による観察のため、子

実体が無く見える

メーノTを食べてしまうのも、無性生殖と同

様に、自己犠牲になるのかもしれません。

融合細胞は数層の細胞壁に額われたマ

クロシストと呼ばれる構造体(直径50μm

前後)を形成し、休眠状態に入ります。ある

期間を経て、減数分裂が行われた後に、

多数の粘菌アメーバが誕生します。

アメーバの動きや子実体形成につい

てはすばらしい映像(参考資料1，2)が撮

られています。その生き様には、ある種の

感動を覚えるのではないでしょうか。

細胞性粘菌の活躍ぶり

細胞性粘菌は細胞生物学や分子生物

学といった分野で、盛んに研究されてい

ます(参考資料3)。子実体形成の過程で
柄細胞と胞子細胞の二つのタイプにしか

分化しない点で、細胞分化のモデル生物

になるからです。また、アメーバ運動の仕

組みが動物の筋肉運動とほとんど同じな

ので、そのモデル生物になっています。

生命の神秘を解き明かすのに一役買っ

ているわけです。細胞性粘菌は自然界で

は、バクテリアを食べることにより、有機物

を分解する速度を調節しているのではな

いかと考えられます。バクテリアが増え過

ぎるのは困りますよね。

私の研究

細胞性粘菌はモデル生物としてpくつ

かの生物学の分野で研究が進んでいま

図4.11包子

医15マクロシス卜

すが、その分類や生態については研究が

遅れています。

今までに、神奈川県下では丹沢山地や

)11 Ji崎市などから、制胞性粘菌6種

Dicワosteliumdelicatum、D.firmibasis、

D. implicatum、D. minutu11l、D.

purpureum 、Polysphondylium

violaceumが分離されています(参考資

料4)。私は昨年から、神奈川県内の細胞

性粘菌フロラの解明に取り組んでいま

す。H宇年、入生田(小田原市)、高麗山(中

郡大磯IIIJ)、江ノ島(藤沢市)、二子山(逗

子市)、そして神武寺(逗子市)の5地点の

照葉樹林から計45個の土壊を採取しまし

た。稲わらの煮出し液を含む寒天培地に

土壊試;jS1をバラバラとまき、一週間後に

観察をしました。形成された子実体の胞

子の;峻を無栄養寒天培地にバクテリアと

ともに按極しました。その結果、計.89菌株

の細胞性粘菌が分離されました。それら

は以下の7種に同定されました。

(1) Dictyostelium b1-efeldianum 

Hagiw訂正子実体の大きさが6mm以下

で、柄の先端が球頭状です。5地点全て

から言1.37株が得られました。そのうち、高

麗山から分離された1株は子実体とともに

寒天培地上にマクロシス卜を形成しまし

た。この種は神奈川県内で、初めて確認さ

れました。

(2) D. C1"assicaule Hagiwara:子実体の

大きさが2mm以下で、柄の先端が後数の
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細胞からなる球頭状です。事11武寺からl

株得られました。神奈川県新産です。この

種は今まで、::Ib海道、秋田、および長野の
亜高山帯で、しか分離されていませんでし

た。l暖渦帯で見つけられたことには驚かさ

れました。

(3) D. delicatum Hagiw訂正子実体の大
きさが6mm以下で、柄の先端が梶棒状で

すが、幾分尖ります。江ノ島、二子山、およ

び神武寺からl株ずつ、計3株得られました。

(4) D. 11linutum Raper:子実体の大きさ

が2mm以下で、柄の先端が根棒状で尖り

ません。高関山および二子山から各々l

i株ずつ得られましたがそれぞれの間で胞

子の大きさに遠いが認められました。

(5) D. purpureum Olive:子実体が紫色

を呈しています。神武寺からl株得られま

した。

(6) PO砂'sphondyliumpallidum Olive:子実

体は白色を呈しています。5地点全てから

分離され、計32株得られました。P.

pallidu11lと同定された菌株の中には、形

態的に異なるタイプが少なくとも二つ存在

するようです。現在、その分類学的研究を

進めています。この植は神奈川県内で初

めてMf認されました。
(7) P. violaceum Br巴feld:子実体は紫色

を呈しています。高腿山以外の4地点、か

ら、計13株得られました。

おわりに

細胞性粘菌は意外と身近にいます。都

会の植え込みゃあなたの植木鉢の土にも

住んで、いるかもしれません。足で踏みつ

けているかもしれません。でもケセラセラ。

l(rl~の裏にへばりついて、新天地に運んで

もらえるかもしれませんo
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神奈川の晴乳類図鑑 一野生動物が大好きな、あなたへの一冊一

神奈川県内の自然を一般向けの図

鑑にして紹介するという話は何度か

ありましたが、 2000年に実現し、これ

まで 『岩石・鉱物 ・地層j、『昆虫jの

2-lTIrが刊行されました。本書 は「かな
がわ自然図鑑」シリーズの第3巻に当

たるものです (B6版、 140頁有隣堂

2003年 l月刊)。

日本本土域(本州・ 凹匡|・ 九州とそ

れらの属島、対馬を除く)と北海道の

IIlIi乳類相は、生物地理学上同じ旧北区
に含まれますが、津軽海峡を挟んで地

理的に近距iiiftにあるにもかかわらず、
本州と北海道の哨乳類相の中身は非

常に異なっています。

地域の11111乳類相を語るには、まず移

入積を消去することが重要ですが、こ

れが意外に矧iしいのです。たとえば、

アブラコウモリ(イエコウモリ)が1多

人種ではないかと示唆したのは、 筆者

(中村一恵編，1988r 日本の帰化動物j
p.43)が多分最初かと思いますが、近

年になってコウモリ類の専門家もこ

の考えを提示し(前田喜四男，2001r田
区コウモリ研究誌J)、最近出たばかり

のフィ ールド図鑑(小宮輝之，2002r日
本の11補乳類J)では史前帰化種(移入
HI1)となっていました。また、コウモ
リ類には迷鳥ならぬ「迷獣Jがあり、定
着しているかどうか明らかではない

種が日本産の中に含まれている可能

性が多分にあります。したがって、移

人種とコウモリ類の種数を引いた値

で11前乳類相を分析するのが良いかと

思います。 哨乳類は、神奈川県から

29科76種が記録されています。この中

には海生種25種、移入種10種が含ま

れていますから、土着の陸生日前乳類は

41種となります。コウモリ類を引くと

29種となります。同じ手順で、日本本

土域の種数を統合的な分類(阿部永ほ

か 『日本の lIi~ì乳類J ; 阿部永 『 日本産11m

乳類頭骨図説J)に準じて弾きだすと、

本土域産陸生H補乳類は54種、コウモリ

矧を除くと 35種となります。

千葉県との比較

神奈川の而積は約2，415km 2、千葉

県は5，155km2で、2倍の聞きがありま

す。広い面積があれば、それだけ種数

は上がるのでしょうか。必ずしもそ

うではありません。千葉県の陸生晴

乳類は 19種 (r千葉県の自然史本編
1 J(1996); r千葉県の保護上重要な
野生生物1(2000))で、対本土比率

(19/35)は54%、一方、神奈川 (29/

35)は83%です。つまり、千葉県の

方が面積が大きいにもかかわらず種

数は半分程度しかないということで

す。その遣いは何でしょうか。千葉県

の房総半島は最高峰でも愛宕山の

408 mにすぎません。一方、神奈川県

の北西部には 1，600m前後の急峻な

山々がそびえ、山頂付近までブナ帯

など、多種多様な植生に覆われてい

ます。こうした地形こそが丹沢の哨

乳類相の多様性を育み、今日まで

守ってきたと考えられます。

丹沢一最も多様性の高い晴乳類相

次に固有種について考えてみま

しょう。本土域産の晴乳類35種のう

ち、 19種が固有種と考えられていま

すから、実に半数以上が世界で日本

にしか生息しない日前乳類ということ

になります。そして丹沢がいかに重

要な地域であるかは、固有種の多さ

で推し量る乙とができます。

本土固有の19種のうち14種が丹沢

にも生息しています。テン(写真)や

食虫類のジネズミも本土域の固有種

の可能性がありますから、その種数

はさらに多いものとなるでしょう。

未確認の固有種はトガリネズミ科

2種(アズミトガリネズミとシント

ウトガリネズミ)、モグラ科2種(ミ

ズラモグラとサドモグラ)、ヤチネズ

ミの 5種だけです。サドモグラは特

異な分布から発見されることはまず

ありませんが、ミズラモグラは丹沢

からの発見を期待できるものです。

トガリネズミ類は北方系のもので、

丹沢には亜高山・ 高山的な環境がな

いために発見される可能性は高くな

いのですが、でも可能性ゼロではあ

りません。ヤチネズミについては、今
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中村一恵 (非常勤学芸員)

テン 石原龍雄氏提供

のところ何とも言えません。

過去にオオカミとカワウソが県下で

絶滅しています。今回、残念ながら、戦

前の楳本記録から 50年以上が経過し、

現在まで生存の情報がないことを根拠

に丹沢のオコジョを絶滅種と評価せざ

るを得ませんでした。また、 20年以上

前になりますが、当館の山口佳秀学芸

員によって丹沢の蛭ヶ岳と桧洞丸山頂

で発見されたヒメヒミズ(詳細は本誌4

巻4号参照)は、最近の調査結果 (1997)

では見つかっていません。ヒミズ類の

近縁種は、遠く 北アメリカ西部沿岸域

に分布しています。第三紀型の遺存種

とも言うべき存在で、「生きた化石jと

言ってもよいでしょう。一方で明るい

ニュースもありました。図鑑の共著者

の一人、 111口喜盛氏によって西丹沢で

神奈川初のチチブコウモリが2001年に

発見されました。全国的にも確認例の

非常に少ないコウモリです。

この図鑑を通して神奈川の11111乳類の

多様な世界を知っていただき、 一人で

も多くの方が地域個体群の保全の重要

性、緊急性に目を向け、彼らの現状に関

心を持って下さるようになれば望外の

喜びです。

最後に、ご協力下さった多くの方々、

関係機関並びに外部の共著者(石原龍

雄・山口喜盛・青木雄司の各氏)の皆さ

んに、乙の場をお借り して衷心より御

礼申し上げます。
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フジの花の半回転

誰でも知っているフジという植物

が変わったことをしているのをみつ

けたので紹介します。

昨年の4月の末のことです。立ち

寄った公園の藤棚に花が咲いていま

した。まだ咲き始めでしたが、いくつ

かは紫色の花序(花の集まり)を長く

垂らしていました。写真を撮ろうとカ

メラを向けてみると、妙な違和感を覚

えました。花序の下の方が乱れていた

のです。上の方と一番下は、花が少し

下を向いて整然と並んでいるのに、途

中で横を向いたり、斜めを向いている

花があります。せっかくなら少しでも

美しいものをと思い、別の花序を見て

みましたが、どれも必ず一部が乱れて

いました(図1)。

図lフジの花序。一部が乱れて見える

なぜ乱れているのだろうと、よく

見てみると、花が開く前のつぼみば

かりがあちこちを向いていて乱れて

見えるということがわかりました。

フジの花序はご存知のとおり垂れ下

がっています。そして上から下に、元

から先端にという順序で咲いていき

ます。ですから、花序を下から上にた

どると、花の育ってLぺ様子を類推

できます。とても若いつぼみは、花序

の先端のように少し下を向いて並ん

でいます。成熟するにつれて、花が横

を向いたり上を向いたりしていま

図2.フジの花

し転手ん

よくべん

翼弁

す。花が聞く直前には、また少し下を

向いて整然と並んでいます。どうやら

フジは花が育つ途中で、花の柄をね

じって半回転させているよう です。半

回転の途中だったので、つぼみがあち

こちを向いていたのです。

では、フ ジはなぜこんなことをする

のでしょうか。それは次のように考え

られます。フジはマメ科の植物です。

日本で見られるマメ科植物の多くは、

蝶型の花を咲かせます。図2のように

旗弁という花弁が上側にあり、 翼弁が

両脇にあり、舟弁が下側にあって、舟

弁の中に雄しべと雌しべがかくれて

pます。旗弁を目印にして飛んできた

虫は舟弁に止まり、蜜を取ろうと頭を

花の奥にもぐりこませようとすると、

舟弁の中から雄しべと雌しべが出て

きて虫の腹につき、花粉を受け渡しま

す。このように、マメ科の花は虫媒(虫

による花粉媒介)に適した形をしてい

ます。

シロツメクサでもコマツナギでも

そうですが、マメ科植物が総状花序を

つけるときには、直立した茎に花をつ

けます。その結果、 茎の上側に旗弁、下

木場英久(学芸員)

側に舟弁があり、図3のようになって

います。

しかし、フ ジでは花序の軸が垂れ

て、下を向いています。ふつうの総状

花序をそのまま逆さにしたら、旗弁が

下を向いてしまいます(図4)。これで

は虫は舟弁に止まりにくいし、花粉も

運ばれにくくなってしまい、次の世代

が作れません。

それなのでフジは花柄をねじ って

花を半回転させ、花の上下を正しい向

きにしていると考えられます(図5)。

初めから正しい向きに花をつければ、

半回転などしなくてもいいのですが、

大多数のマメ科植物が上を向いた花

序をつけることや、フジ属に近縁な属

の植物にも上向きの花序をつけるも

のがあることなどから考えて、き っと

フジの仲間の祖先も上を向いた花序

をつけていたと考えられます。そうい

う祖先を材料にして進化してきたフ

ジですから、花の向きを正しくするの

に花柄をねじって対処するのもやむ

を得なかったのでしょう。こんなとこ

ろにも進化の足跡が残されていたわ

けです。このように花柄を半回転させ

る現象は、花序を直立させる多くのラ

ン科植物やキキョウ科のサワギキ ョ

ウなどでも見られます。左右対称の花

で、花序の向きが近緑種と違っている

ような植物を見ると、もっと他の例も

見つかるかもしれません。

あと数ヶ月でまたフジが花を咲かせ

ます。ぜひみなさんもフジの花の半回

転を観察してみてください。

図3.上向きの総状花序 図4.花序を下に向けただけ 図5.花柄をねじって花を上に

では花が逆さまになる 向ける

5 
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神奈川の自然シ リーズ17 波の下のギリギリのバランス 佐 藤 武 宏(学芸員)

神奈川県の南に広がる相模湾はi9cして

大きな湾ではありません。しかし、複雑な地

質を背景に持つため、海岸の地形、海底

の底質は変化に富み、急峻で、、水深1，500

メートルを超える日本第二位の深さを誇っ

ています。その上、寒流と暖流がぶつかり

合う場所に位置し、多様な環境のもと、驚く

べき沢山の種類の生きものが生息する箱

庭のような世界有数の自然の宝庫です。

今回はその相模湾の最奥部、藤沢市の

鵠沼から辻堂の地先の海域で

而白い現象を紹介します。この風光明細な

白砂青松の海岸は、かつては別荘地とし

て、現在では湘南を代表する観光地として

多くの人を集めています。一方で、は、現在

でもシラス漁や地引き網などがさかんに行

われている場所でもあります。ところが、こ

の海域にどのような底生生物がどれだけ

生息しているか、という点に関しては、まだ

まだ良くわかっていないことも多く残されて

いました。そこで、生物の分布や生活史に

関する基礎的な調査を、1999年から開始

し、思討王も継続して調査を行ってpます。

調査の方法は単純といえば単純です。

船にチリトリのようなかたちの漁具(図1)を

取り付け、海底を曳いていきます。そして、

採集された生物(図2)の種類、重量、個体

数などを記録していき、季節的な変化や成

区11.調査に使用した漁具.乙の漁具を

海底に沈め，曳航して生物を採集する，

区12.採集された生物.ダンベイキサゴ，

バカガイ‘ツメタガイ，トゲトゲツノヤドカリ，

チョウセンハマグリなどを含んでいたー

長の様子を調べるというものです。方法こ

そ単純かもしれませんが、水深数メートル

の極めて浅い海、まして多くのサーファー

やボデ、イーボーダーがいる聞を操舵するに

は漁師さんにとっても細心の、注意と技術が

必要です。漁具を曳いている聞に私たち

は位置や水深などのデータを記録しなけ

ればなりませんし、揺れる船の上で採集物

を選り分けたり、サイズびや重量も記録しなけ

ればなりません。冬は寒く、夏は暑く、ちょっ

としたうねりに見舞われると船は大きく揺

オ1小さな修羅場を昧わうことになります。

そうした調査の積み重ねによって、いく

つかの面白い現象が明らかになってきまし

た。一つ目は、水深に対応して、生息して

いる底生生物が変化する、帯状分布構造

が確認されたことで、す。水深1-5メートルに

はダンベイキサゴ、、バカガイが圧倒的に優

占し、チョウセンハマグリの生息も確認され

ました。水深5-8メートルにはトゲトゲツノヤ

ド、カ リとノ、スノノ、カシJ ~ンがi憂占していまし

た。水深8-10メートルにはヒラモミジガイと

ツメタガイカ可愛占し、キサゴもこのゾーンに

生息していました(図3)。そして、その境界

は極めて明瞭で、海岸線に並行に、まさに

帯のように分布していたのです。同じよう

な帯状分布は潮間帯でよく知られている

ので、今回の調査をする以前から、波の下

でも同じような帯状分布が存在しているだ

ろうとは予測していました。しかし、ここまで

はっきりとした帯状分布が確認できるとは

思っていなかったので、大変符きました。

二つ目は、同じ場所の、同じ分布帯に、

過密状態といってもいいほど極めて高密

度に生息している、ダンベイキサゴとバカ

ガイの関係です。ある調査地点を例にとり、

得られたサンプル全体に占める、両者の重

量比の変動に注目してみました(図4)。ダ

ンベイキサコゃとバカガイは、どちらか一方が

水深(m)

ダンベイキサゴ・バカガイ
チョウセンハマグリ

図3.調査地域(藤沢市鵠沼ー辻堂沖)に

おける底生生物の帯状分布の模式図.
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区14.採集された生物の総個体数に対す
る，ダンベイキサゴとノTカガイの占める

制合の変動.

減少すると、その分他方が増加する、とpう

措抗関係にあることがわかります。その変

化は急激で、、あっとL巧聞に優劣が逆転す

るとともあるのですが、もう片方が完全に駆

逐されてしまうのではなく、何とかギリギリ

のバランスを保ちながら、復興の時をうか

がっているようなのです。そして、この変化

は長雨や、放水路や小河川の河口など、淡

水の影響と、おそらくは堆積物の粒度と関

係があり、淡水の影響下で、バカガイが多く

生息することもわかってきたので、す。このよ

うな現象は、1960-70年代にも経験的に知

られており、当館の松島義章名誉学芸員

や、調査に関わった漁師さんからも当時の

様子について聞くことができました。

このギリギリの絶妙なバランスが保たれ

る背景には、降水量だけではなく、様々な

地象水象に加えて、生活排水や河川改

修、養浜事業といった人間活動の影響も

関係しているのでしょう。これに加えて、昨

今話題の移入生物や、人為的な環境操

作がさらに影響を与えたとしたら、そのバ

ランスがどう変化してしミくかは予測できま

せん。まして、同じようなことが希少種や特

殊な環境に生息する生物の身の上に起

こったとすると、戻ることのできない破滅

への道を歩むことも考えられます。今回の

調査は、そのような生態系の持つ危うさを

実感させ、改めて自然の価値を深く認識さ

せるものになりました。

この調査は、神奈川県西湘地区行政セ

ンター水産課と藤沢市漁業協同組合との

共同調査に参加させていただき、実施し

たものです。調査の機会を与えてくださっ

た同センターの利波之徳さん(現・環境農

政部水産課)と山本章太郎さん、同組合

の組合長はじめ漁業者の皆さんに心から

感謝申し上げます。
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• i2002年度研究成果発表会」
2003年4月18日{金) 9:00 '" 
講義室にて開催/入場無料

・企画展 i2002年度博物館活動報告展」
2003年4月26日(土)"，6月8日(日)
特別展示室にて開催/入場無料

ライブラリー通信 レファレンスの言言

博物館に ミュ ージアムライブラリーがあると聞いて最初に思ったこと

は、そこにはどんなレファレンスが寄せられるのだろうというととでした。

専門的な事柄は学芸員が答え、司書はライブラリーの資料について相談を

受ける、簡単に言ってしまえばそういうことなのですが、初めはよくわから

ないので、とりあえず受けた質問と、それをどのように解決したかなどをメ

モするようにしていました。1月オミにはレファレンス件数は470件をJ国え、

書 き f~めていたメモも 150 件をf回えました。

レファレンスの内容は学芸員からの所蔵調査が最も多く、次いで来館者ー

からの資料の問い合わせ、さらに電話やFA.t'(、メールなどによる資料の相

談となっています。それらを大きく分けると、すぐに解決できたもの、 H寺悶

がかかったが解決できたもの、解決できなかったものの3つになります。W!O
決できなかったものも、記録をとる乙とによってまた見直す機会が生まれ、

新たな解決策が見つかるとともあり、次に同じような質問がきたときの参

考になります。具体的な内容を書き始めるとl附の本になってしまいそうな

のでことでは書きませんが、中にはおもしろいものもあるので、機会があっ

たら紹介したいと思います。

そういえば当官官では所蔵していませんが、昨年I丹に 『まちの図書館でし

らべるj(相書房)という図書が I~W坂されました。 まちの小さな図書館では

とのように質問を解決していますという、レファレンスの事例集のような

ものですが、図書館資料を駆使し、インターネットを使い、関係機関を利用

して質問を解決していく様は、おなじ図書館員としてとても参考になりま

した。

これからの図書館に要求されるのはスピードと正確さ、と某図書館の餓

長がテレビで言っていましたが、言うは易く行うは難し。まずはひとつひと

つを誠意をもって確実に解決し実力をつけていくしかなさそうです。

(司書篠111奇淑子)

参加について

おの催し物について、事前申込が必要な場合があります。参IJl1は無料です。応募多数の場合は
抽選となります。参加方法や各行事についての詳細をお知りになりたい場合は、下記の連絡先まで

お問い合せ下さい。ホームページでも詳細を見ることができます。

申込・お問い合せ先

干250-∞31小間原市入生田499
神奈川県立生命の星・地疎博物館企画情報部
電話 0465-2[-1515 
ホームページ
http://www.city.odawara.kanagawa.jp/museum/g.htm 1 

編集後記

花粉症の人にはつらい時期になりました(僕もそうなのですが)。博物館の周囲の

山もスギ植林が多く，この季節にはスギの木も赤っぽく見え，風が吹くたびに黄色い

花粉が舞いあがります。見ているだけで目がかゆくなり鼻水がて。でも，もう一息で

待望の春がやってきますね。すでに木々の芽もふくらみ始め，暖かい日にはテングチ

ョウが飛ぶのをみかけました。皆さんの身の回りにもいろいろな春のきざしがあると

思います。(花粉症の方々は防御を固めて?)一足早い春を探しに行ってみましょう。
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催し物のご案内

-室内実習 「菌類を培養してみよう」

日時/4月5日(土)・ 19日(土)
連続講座 10:00 -15:00 
対象/小学生以上10人
申込締切/3月21日(金) 消印有効
.野外観察 「身近な自然発見講座」

[博物館周辺]

日時/4月9日・5月14日 6月11日(いずれ
も水)にそれぞれ開催 10:00-15:00 
対象/一般 (人数制限なし)

申込不要、当日縛物館集合。雨天中止0

.野外観察 「春の植物を観察してみよう」

[横浜市内]

日時/4月12日(土) 10:00 -15:00 
対象/小学生とその保護者40人
申込締切/3月28日(金) 消印有効
.野外観察と室内実習 「昆虫採集入門」

[博物館とその周辺]

日時/4月26日"6月7日・7月5日・9月6日・
11月22日(し、ずれも土)
連続講座 9:00 -16:00 
対象/小学校4年生以上20人
申込締切/4月11日(金) 消印有効
.野外観察 「春の地形地質観聖書会」

[横須賀市観音崎]

日時/5月3日(祝・土) 10:00 -15:00 
対象/一般30人(障害者可)
申込締切/4月18日(金) 消印有効
.野外観繋と室内実習「大磯海岸化石ウ

オッチング」

[大磯海岸と博物館]

日時/5月10日(土)・ 11日(日)
連続講座 10:00 -15:00 
対象/小学生とその保護者40人
申込締切/4月25日(金) 消印有効
・野外観察 「水辺の動物ウオ ッチング」

[松田町川音川]

日時/5月17日(土) 10:00-15:00 
対象/小学生とその保護者30人
申込締切/5月2日(金) 消印有効

・野外観察 「磯の生きものウオッチング」

[真鶴町三ツ石海岸]

日時/5月18日(日) 10:00 -15:00 
対象/小学生とその保護者40人
申込締切/5月2日(金) 消印有効

.野外観察 「小鳥のさえずりを楽しもう」

[箱根町仙石原方面]

日時/5月25日(日) 10:00 -15:00 
対象/一般30人(大人向き)
申込締切/5月9日(金) 消印有効
.室内実習「動物のからだのしくみを知ろう①j

日時/5月31日(土)"6月1日(日)
連続講座 10:00 -15:00 
対象/小学校4年生~高校生10人
申込締切/5月16日(金) 消印有効
.室内実習「タイバーのための魚類学入門J
日時/6月1日(日)"8日(日)
連続講座 9:30 -16・00
対象/一般10人(大人向き)
申込締切/5月16日(金) 消印有効



自然科学のとびら 第9巻第I号 2003年3月15日発行

資料紹介 山水の世界に自然の不思議さを楽しむ-水石- 平田大二(学芸員)

日本列島の各地を流れる}II(立、君、流と

なって111を下り、海に注いでいます。この

川の流れにより、たくさんの岩石が山から

押し出され、削られ磨かれて11深(れき)J 
となって、川原や海岸にたまります。これ

らの「際」には、いろいろな形や模様、きれ

いな色やつやをしたものがあります。この

ような「際jに、 日本の四季を通じた風光

明嫡(ふうこうめいび)な自然の美を連想

して、心を山水風物詩の世界に遊ばせる

のが「水石(すいせき)Jの世界です。水
石とは「山水石(さんすいせき)Jがつまっ

菊花石 (きっかせき)東京都青椀市多

摩川産凝灰岩の中の割れ目に結晶化し

た方解石が、菊の花のよう に見える。

佐渡建玉 (さどへきぎょく ) 新潟県佐

渡畑出[1'IIIT猿八産 ・火山活動による熱水の

影響で、石英中に銅成分がとけこんでで

きた石英の微ノト結晶の集合体。鉄分が含

まれ赤いものは赤玉とよばれている。

ナポレオン石福井県産.花こう岩質

のマク守マの中に取り込まれた岩石が核と

なり、それを中心にして輝石や角閃石な

ど有色鉱物が層状に結品化し、同心円状

の構造をつく ったもの。球状花乙う岩と

よばれる。

てできた言葉ともいわれています。明治

の中ごろから、盆栽家や文人の聞に趣味

としておごり発展してきたもので、自然を

尊び、風景美を連想するとともに、「わび」

「さび」の境地をも楽しむものです。です

から、名前も岩石名とは別に、その石の特

徴やとれた場所を表した独特な名がつけ

られています。

また、珍石と呼ばれるものもあります。こ

ちらは、岩石の性質や成因の珍しさを楽し

むものです。江戸時代の岩石鉱物収集

家である木内石亭(きのうちせきてい)が

越前紋石 (えちぜんもんせき)福井県

j童 :流紋岩のなかにできた、直径2，3cm以

下の球状体の模様が特徴的なもの。針状の

長石の結晶が放射状に集合してができたも

ので、珪長質のガラス質の火山岩にみられ

る。

九頭竜川紋石 (くずりゅうがわもんせき)

福井県九頭竜川産流紋岩のなかにできた

目変化物の模様が、花びらのように見えるも

の。

国首
~ 

哩圃E司圃園町I;JI

&SLJ 

梅花石 (ばL、かせき)福岡県北九州市門

司青浜産 凝灰岩のなかに含まれたウ ミユ

リの化石が栴の花のように見えるもの。
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「雲根志(うんとんし)Jに日本中の珍し

い石を紹介したことからはじまりました。

石や岩石とpうと硬い話ーばかりを連想

するかも知れませんが、このように美の

世界、心の世界を楽しむとともできます。

川原や海岸の石を眺めて、 山水の世界

を楽しんでみませんか。

なお、写真に紹介した標本は、2001年

度に荒井保氏(横浜市在住)よりご寄贈

頂いた水石コレクションの一部で、すo

丹波赤石 (たんぱあかいし)京都府亀

岡産 :石灰質の頁岩で、つやのあるもの。

ニービ石 111"縦県読谷村産 :粘土の中

の石英、長石、雲母などが集合Lてでき

る奇妙な形をしたもの。ひょうたん石と

もよばれる。
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